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委
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濱
　
野
　
茂
　
樹

　
朝
夕
の
冷
え
込
み
に
、
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
伊
根
の

山
々
も
少
し
ず
つ
色
づ
き
、
季
節
は
冬
へ

と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
令
和
7
年
度
決
算
を
中
心

に
、
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
で
交
わ

さ
れ
た
質
疑
や
議
論
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
は
、
単
に
「
い
く
ら
使
っ
た

の
か
」
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
事
業
が
ど
の
よ
う
な
成
果
に
つ
な
が
っ

た
の
か
、
課
題
は
何
か
、
そ
し
て
今
後
の

町
政
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
を
検
証

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　
議
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
て
い
る
の
か
を
、
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
、
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
「
議
会
だ
よ

り
」
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、
町
の
こ
れ
か
ら
を
一
緒
に
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

玉玉
手手

箱箱

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
を
終
え
て

川
　
村
　
倫
太
郎

　
私
は
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
し
て

二
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
と
い

う
国
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ

は
赤
道
直
下
に
位
置
し
、
ナ
イ
ル
川
の

源
流
を
有
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
土
の
多
く
が
高
地
に
位
置
し

て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
気
温
は
25
度

前
後
と
、
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
し
た
。

　
現
地
で
は
、
農
業
分
野
の
研
究
所
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
国
際
協
力
や
農
学
に
ず
っ
と
興

味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
知
識
を

得
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
農
業
を

営
む
人
々
の
暮
ら
し
や
現
場
を
自
分
の

目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
大

き
な
き
っ
か
け
で
す
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
暮
ら
し
は
日
本
と
は

大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ウ
ガ

ン
ダ
の
食
事
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
バ

ナ
ナ
、
イ
モ
類
、
コ
メ
な
ど
を
主
食
に
、

豆
や
肉
、
魚
を
合
わ
せ
る
の
が
一
般
的

で
す
。
ま
た
、
首
都
は
栄
え
て
お
り
建

物
や
人
で
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で

は
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
停
電

や
断
水
は
珍
し
く
な
く
、
井
戸
水
や
雨

水
を
使
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
日
も

あ
り
、
日
本
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
生
活
を
経
験

し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
年
間
を
通
し
て
、
暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
日
本
か
ら
見
る
と
、
停
電
や

断
水
が
あ
り
、
決
し
て
便
利
と
は
言
え

な
い
生
活
は
、
大
変
で

不
自
由
な
も
の
に
映
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
実
際
に
共
に
暮

ら
し
て
み
る
と
、
現
地

の
人
た
ち
は
よ
く
笑
い
、

よ
く
働
き
、
家
族
や
友

人
と
の
時
間
を
大
切
に

し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
生
活
上
の
困
難
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
便
利
さ

や
物
の
多
さ
だ
け
で
、
人
の
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
二
年
間
の
経
験
に
よ
っ
て
、
自
分
の

中
で
何
か
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
、
と
言

え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
ア
フ
リ
カ
で
暮
ら
し
、
現
地
の
人
た

ち
と
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ

持
て
る
視
点
や
考
え
方
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
得
た

視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
農
業
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

川村倫太郎さん
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歳入歳出決算を認定歳入歳出決算を認定
令和7年度　一般会計

歳入 45億4,813万円　　歳出 42億3,673万円
3億1,140万円の黒字（うち明許繰越額 3,310万円）
歳入 45億4,813万円　　歳出 42億3,673万円
3億1,140万円の黒字（うち明許繰越額 3,310万円）

● 貯金（基金現在高） 26億4,608万円（令和7年度末現在）
● 借金（起債現在高） 34億8,570万円（令和7年度末現在）

●本庄浜：町道改良事業
　（亀島本庄浜線法面防災工事（本庄浜工区））
 ………………3,728万円

●日出：災害対策事業
　（新型J－ALERT受信機、受信用アンテナの整備）
 ………………… 917万円

●本庄浜：海岸保全施設管理事業
　（浦島漁港海岸保全施設修繕工事）
 ………………1,503万円

●日出：消防設備維持管理事業
　（多機能型小型動力ポンプ付積載車（第2分団第2部））
 ………………… 851万円

● 日出：跡地活用事業（ゴダイドラッグ伊根店整備）
 予算額：4億2,529万円 決算額：3億6,489万円
● 日出：跡地活用事業（ゴダイドラッグ伊根店整備）
 予算額：4億2,529万円 決算額：3億6,489万円

● 日出：普通財産管理費（伝馬小屋解体）
 予算額：341万円 決算額：293万円
● 日出：普通財産管理費（伝馬小屋解体）
 予算額：341万円 決算額：293万円

● 泊：町道改良事業（町道橋梁修繕工事）
 予算額：9,799万円 決算額：3,409万円
● 泊：町道改良事業（町道橋梁修繕工事）
 予算額：9,799万円 決算額：3,409万円
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45

を
検
討
す
る
。

【
火
葬
場
管
理
運
営
費
】

問
　
町
営
火
葬
場
の
直
近
3
年
間
の
利

用
率
は
5
・
9
％
に
と
ど
ま
る
。
施
設

や
霊
柩
車
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

近
隣
市
町
の
施
設
を
活
用
し
、
町
民
負

担
を
支
援
す
る
制
度
へ
の
移
行
を
含
め
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
単
独
で
生
活
環
境
施
設
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
火
葬
場

の
利
用
や
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
宮

津
市
、
与
謝
野
町
と
協
議
を
始
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

問
　
令
和
7
年
度
は
猪
98
頭
、
鹿
６
７

７
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
鹿
は
前
年
度

の
１
９
２
頭
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。熊
の
出
没
も
増
え
る
中
、ハ
ン
タ
ー

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

す
る
意
義
と
研
修
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
研
修
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
会
内
で
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
の
予
算
要
求
を
行
う
。

【
跡
地
活
用
事
業
】

問
　
令
和
７
年
度
伊
根
分
校
跡
地
に
ゴ
ダ
イ
が
完
成
し

た
。
し
か
し
今
年
の
雪
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
か
、
施
工
ミ
ス
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
修
理
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
今
年
の
雪
で
雪
止
め
が
破
損
し
た
。
修
理
費
は
保

険
適
用
と
な
っ
た
た
め
、店
舗
側
の
保
険
で
修
理
す
る
。

【
交
通
安
全
対
策
費
】

問
　
交
通
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
基
準
は
。
現
在
の
対
象

器
具
は
何
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

答
　
交
換
基
準
で
地
区
要
望
が
あ
っ
た
場
合
。
区
管
理

が
５
８
１
基
で
81
％
、
町
管
理
が
２
２
１
基
で
99
％
。

問
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
理
由
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
が
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

交
通
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
年
間
を
通
じ
て
開

催
し
な
か
っ
た
理
由
と
協
議
会
の
必
要
性
は
。

答
　
各
地
区
の
区
長
協
議
会
長
や
各
種
団
体
長
の
意
見

を
聴
き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

今
後
は
開
催
時
期
を
見
直
し
、
協
議
会
を
開
催
す
る
。

問
　
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
状
況
は
。
長
期
間
、
委

嘱
や
活
動
実
績
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
の
必
要
性

を
検
証
し
、
実
態
に
即
し
た
交
通
安
全
推
進
体
制
へ
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
平
成
30
年
度
を
最
後
に
委
嘱
で
き
て
い
な
い
。
近

隣
市
町
の
状
況
等
も
確
認
し
、
今
後
の
制
度
の
あ
り
方

令和８年
第3回定例会
令和８年
第3回定例会

　
９
月
１
日
か
ら
17
日
の
間
で
開
か
れ
、

諸
般
の
報
告
・
行
政
報
告
、
令
和
７
年

度
決
算
認
定
３
件
、
令
和
８
年
度
補
正

予
算
２
件
、
条
例
一
部
改
正
５
件
、
人

事
２
件
、
そ
の
他
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
収
入
済
額 

45
億
４
，８
１
３
万
３
千
円

　
支
出
済
額 

42
億
３
，６
７
２
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

３
億
１
，１
４
０
万
４
千
円

　
う
ち
明
許
繰
越
額 

３
，３
１
０
万
１
千
円

【
主
な
決
算
の
内
容
】

○
跡
地
活
用
事
業

　「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊
根
店
」
の
整
備

○
物
価
高
騰
対
応
　
地
域
振
興
券
発
行
事
業

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

３
億
４
６
３
万
１
千
円

　
支
出
済
額 

３
億
４
４
７
万
６
千
円

　
差
引
残
額 

１
５
万
５
千
円

○
伊
根
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

１
億
４
１
３
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

１
億
４
０
８
万
７
千
円

　
差
引
残
額 

４
万
７
千
円

○
本
庄
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

６
，１
２
８
万
１
千
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
財
産
区
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

１
０
３
万
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
介
護
保
険
特
別
会
計
・
保
険
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

４
億
７
，６
０
４
万
円

　
支
出
済
額 

４
億
６
，２
７
６
万
８
千
円

　
差
引
残
額 

１
，３
２
７
万
２
千
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

２
９
９
万
７
千
円

　
支
出
済
額 

１
７
０
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

１
２
８
万
８
千
円

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

２
，３
６
２
万
９
千
円

　
支
出
済
額 

２
，３
２
７
万
１
千
円

　
差
引
残
額 

３
５
万
８
千
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

４
，８
５
１
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

４
，８
５
１
万
円

　
差
引
残
額 

３
千
円

【
議
会
費
】

問
　
全
議
員
研
修
会
に
は
運
転
手
や
高
速
道
路
料
金
等

の
公
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
研
修
中
に
議
長
を
は
じ

め
居
眠
り
す
る
議
員
も
見
受
け
ら
れ
る
。
公
費
で
参
加

決
算
質
疑

令
和
７
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

る
。
ハ
ン
タ
ー
の
人
数
・
年
齢
構
成
と
、

熊
へ
の
対
応
が
可
能
な
人
数
は
。

答
　
ハ
ン
タ
ー
は
21
名
で
、
銃
10
名
、

罠
20
名
（
重
複
あ
り
）。
年
齢
構
成
は

40
代
未
満
3
名
、40
代
4
名
、50
代
3
名
、

60
代
8
名
、
70
代
3
名
。
熊
の
捕
獲
時

の
止
め
刺
し
は
4
名
、
緊
急
銃
猟
は
実

施
隊
員
5
名
か
ら
協
力
の
了
承
を
得
て

い
る
。

問
　
町
内
の
捕
獲
檻
の
保
有
・
稼
働
状

況
は
。
未
使
用
の
檻
を
積
極
的
に
捕
獲

す
る
ハ
ン
タ
ー
へ
再
配
置
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
整
備
で
き
な

い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
現
在
、
猟
友
会
所
有

分
な
ど
を
含
め
1
2
6
基
。
町
所
有
の

檻
は
猟
友
会
や
地
区
へ
貸
与
し
て
お
り
、

未
使
用
檻
は
猟
友
会
内
で
調
整
す
る
よ

う
改
め
て
依
頼
す
る
。
不
足
す
る
場
合

は
、
猟
友
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
購

入
・
貸
与
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
捕
獲
に
至
る
ま
で
に
は
、
日
々
の

見
回
り
や
餌
の
補
充
、
檻
の
管
理
な
ど

相
当
な
労
力
を
要
す
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
向
け
、
日

常
的
な
捕
獲
活
動
へ
の
支
援
は
。

答
　
檻
の
管
理
費
は
委
託
契
約
に
含
ま

れ
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
た
単
価
と
管
理

費
の
定
額
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
猟
友

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、近
年
、単
価
・

管
理
費
と
も
に
見
直
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
新
た
な
要
請
は
な
い
。

問
　
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
支
援
実
績
と
、

そ
の
う
ち
実
際
に
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
る
人
数
は
。

答
　
近
年
の
免
許
取
得
支
援
実
績
は
4

名
で
、
全
員
が
捕
獲
活
動
に
従
事
し
て

い
る
。

問
　
資
格
取
得
後
の
育
成
や
技
術
継
承

を
含
め
、
持
続
可
能
な
捕
獲
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答
　
銃
や
罠
の
講
習
会
、
実
施
隊
の
研

修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
府
や
猟
友

会
の
研
修
も
周
知
し
、
技
術
向
上
と
人

材
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
委
託
報
酬
や

免
許
取
得
支
援
制
度
を
積
極
的
に
発
信

し
、新
た
な
捕
獲
者
の
確
保
に
努
め
る
。

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
毎
年
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
等
の
種

し
て
い
た
が
、
資
材
費
の
高
騰
や
地
域

共
助
の
促
進
を
踏
ま
え
、
調
整
率
を
廃

止
し
、
現
場
作
業
員
の
時
間
単
価
を
そ

の
ま
ま
支
払
う
方
法
に
見
直
し
た
。

【
災
害
対
策
事
業
】

問
　
毎
年
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
猛
暑
の
た
め
安
全
性
に
配
慮
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
時
期
を
検
討
す
る
。

【
学
校
管
理
運
営
費
】

問
　
小
中
学
校
で
導
入
さ
れ
た
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
教
職
員
の
働
き

方
は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
エ
ク
セ
ル
の
入
力
で
は
な
く
な
り
、

通
知
表
や
勤
怠
管
理
な
ど
の
時
間
が
改

善
し
て
い
る
。

【
伊
根
町
地
域
協
働
活
動
版「
部
活

動
支
援
者
」事
業
】

問
　
ど
の
よ
う
な
方
が
実
技
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
支
援
の
状
況
や
支

援
日
数
、
連
携
に
よ
り
学
校
職
員
の
働

き
方
は
。

答
　
野
球
、
テ
ニ
ス
の
経
験
者
。
野
球

部
71
時
間
で
19
日
、
テ
ニ
ス
部
98
時
間

で
22
日
、
顧
問
が
離
れ
る
時
間
が
あ
り
、

野
球
部
32
人
分
と
テ
ニ
ス
部
43
人
分
の

軽
減
が
あ
っ
た
。

苗
放
流
を
し
て
い
る
が
、
漁
業
従
事
者

の
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
こ
近
年
、
京
都
府
北
部
地
域

の
沿
岸
で
は
、サ
ザ
エ
、ア
ワ
ビ
の
密
漁

が
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
当
町
で

も
密
漁
の
被
害
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
　
毎
年
、
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
北
部
沿
岸
で
は
密
漁
告
訴
件
数
は

増
加
し
て
い
る
が
、
と
り
ま
と
め
て
い

な
い
の
で
、
当
町
で
増
加
し
て
い
る
の

か
、
被
害
把
握
は
難
し
い
。

【
町
道
管
理
事
業
】

問
　
人
件
費
や
資
材
費
が
高
騰
す
る
中
、

町
道
草
刈
工
事
の
現
行
単
価
は
実
態
に

即
し
て
い
る
の
か
。
担
い
手
確
保
や
地

域
共
助
の
促
進
の
た
め
に
も
、
単
価
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
を
基
準
に
調
整
率
を
乗
じ
て
算
出

町道の草刈りの様子

捕獲され、暴れる鹿

火葬場
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を
検
討
す
る
。

【
火
葬
場
管
理
運
営
費
】

問
　
町
営
火
葬
場
の
直
近
3
年
間
の
利

用
率
は
5
・
9
％
に
と
ど
ま
る
。
施
設

や
霊
柩
車
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

近
隣
市
町
の
施
設
を
活
用
し
、
町
民
負

担
を
支
援
す
る
制
度
へ
の
移
行
を
含
め
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
単
独
で
生
活
環
境
施
設
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
火
葬
場

の
利
用
や
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
宮

津
市
、
与
謝
野
町
と
協
議
を
始
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

問
　
令
和
7
年
度
は
猪
98
頭
、
鹿
６
７

７
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
鹿
は
前
年
度

の
１
９
２
頭
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。熊
の
出
没
も
増
え
る
中
、ハ
ン
タ
ー

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

す
る
意
義
と
研
修
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
研
修
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
会
内
で
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
の
予
算
要
求
を
行
う
。

【
跡
地
活
用
事
業
】

問
　
令
和
７
年
度
伊
根
分
校
跡
地
に
ゴ
ダ
イ
が
完
成
し

た
。
し
か
し
今
年
の
雪
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
か
、
施
工
ミ
ス
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
修
理
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
今
年
の
雪
で
雪
止
め
が
破
損
し
た
。
修
理
費
は
保

険
適
用
と
な
っ
た
た
め
、店
舗
側
の
保
険
で
修
理
す
る
。

【
交
通
安
全
対
策
費
】

問
　
交
通
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
基
準
は
。
現
在
の
対
象

器
具
は
何
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

答
　
交
換
基
準
で
地
区
要
望
が
あ
っ
た
場
合
。
区
管
理

が
５
８
１
基
で
81
％
、
町
管
理
が
２
２
１
基
で
99
％
。

問
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
理
由
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
が
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

交
通
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
年
間
を
通
じ
て
開

催
し
な
か
っ
た
理
由
と
協
議
会
の
必
要
性
は
。

答
　
各
地
区
の
区
長
協
議
会
長
や
各
種
団
体
長
の
意
見

を
聴
き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

今
後
は
開
催
時
期
を
見
直
し
、
協
議
会
を
開
催
す
る
。

問
　
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
状
況
は
。
長
期
間
、
委

嘱
や
活
動
実
績
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
の
必
要
性

を
検
証
し
、
実
態
に
即
し
た
交
通
安
全
推
進
体
制
へ
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
平
成
30
年
度
を
最
後
に
委
嘱
で
き
て
い
な
い
。
近

隣
市
町
の
状
況
等
も
確
認
し
、
今
後
の
制
度
の
あ
り
方

令和８年
第3回定例会
令和８年
第3回定例会

　
９
月
１
日
か
ら
17
日
の
間
で
開
か
れ
、

諸
般
の
報
告
・
行
政
報
告
、
令
和
７
年

度
決
算
認
定
３
件
、
令
和
８
年
度
補
正

予
算
２
件
、
条
例
一
部
改
正
５
件
、
人

事
２
件
、
そ
の
他
１
件
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　
収
入
済
額 

45
億
４
，８
１
３
万
３
千
円

　
支
出
済
額 

42
億
３
，６
７
２
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

３
億
１
，１
４
０
万
４
千
円

　
う
ち
明
許
繰
越
額 

３
，３
１
０
万
１
千
円

【
主
な
決
算
の
内
容
】

○
跡
地
活
用
事
業

　「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊
根
店
」
の
整
備

○
物
価
高
騰
対
応
　
地
域
振
興
券
発
行
事
業

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

３
億
４
６
３
万
１
千
円

　
支
出
済
額 

３
億
４
４
７
万
６
千
円

　
差
引
残
額 

１
５
万
５
千
円

○
伊
根
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

１
億
４
１
３
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

１
億
４
０
８
万
７
千
円

　
差
引
残
額 

４
万
７
千
円

○
本
庄
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

６
，１
２
８
万
１
千
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
財
産
区
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

１
０
３
万
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
介
護
保
険
特
別
会
計
・
保
険
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

４
億
７
，６
０
４
万
円

　
支
出
済
額 

４
億
６
，２
７
６
万
８
千
円

　
差
引
残
額 

１
，３
２
７
万
２
千
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

２
９
９
万
７
千
円

　
支
出
済
額 

１
７
０
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

１
２
８
万
８
千
円

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

２
，３
６
２
万
９
千
円

　
支
出
済
額 

２
，３
２
７
万
１
千
円

　
差
引
残
額 

３
５
万
８
千
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

４
，８
５
１
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

４
，８
５
１
万
円

　
差
引
残
額 

３
千
円

【
議
会
費
】

問
　
全
議
員
研
修
会
に
は
運
転
手
や
高
速
道
路
料
金
等

の
公
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
研
修
中
に
議
長
を
は
じ

め
居
眠
り
す
る
議
員
も
見
受
け
ら
れ
る
。
公
費
で
参
加

決
算
質
疑

令
和
７
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定

る
。
ハ
ン
タ
ー
の
人
数
・
年
齢
構
成
と
、

熊
へ
の
対
応
が
可
能
な
人
数
は
。

答
　
ハ
ン
タ
ー
は
21
名
で
、
銃
10
名
、

罠
20
名
（
重
複
あ
り
）。
年
齢
構
成
は

40
代
未
満
3
名
、40
代
4
名
、50
代
3
名
、

60
代
8
名
、
70
代
3
名
。
熊
の
捕
獲
時

の
止
め
刺
し
は
4
名
、
緊
急
銃
猟
は
実

施
隊
員
5
名
か
ら
協
力
の
了
承
を
得
て

い
る
。

問
　
町
内
の
捕
獲
檻
の
保
有
・
稼
働
状

況
は
。
未
使
用
の
檻
を
積
極
的
に
捕
獲

す
る
ハ
ン
タ
ー
へ
再
配
置
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
整
備
で
き
な

い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
現
在
、
猟
友
会
所
有

分
な
ど
を
含
め
1
2
6
基
。
町
所
有
の

檻
は
猟
友
会
や
地
区
へ
貸
与
し
て
お
り
、

未
使
用
檻
は
猟
友
会
内
で
調
整
す
る
よ

う
改
め
て
依
頼
す
る
。
不
足
す
る
場
合

は
、
猟
友
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
購

入
・
貸
与
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
捕
獲
に
至
る
ま
で
に
は
、
日
々
の

見
回
り
や
餌
の
補
充
、
檻
の
管
理
な
ど

相
当
な
労
力
を
要
す
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
向
け
、
日

常
的
な
捕
獲
活
動
へ
の
支
援
は
。

答
　
檻
の
管
理
費
は
委
託
契
約
に
含
ま

れ
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
た
単
価
と
管
理

費
の
定
額
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
猟
友

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、近
年
、単
価
・

管
理
費
と
も
に
見
直
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
新
た
な
要
請
は
な
い
。

問
　
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
支
援
実
績
と
、

そ
の
う
ち
実
際
に
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
る
人
数
は
。

答
　
近
年
の
免
許
取
得
支
援
実
績
は
4

名
で
、
全
員
が
捕
獲
活
動
に
従
事
し
て

い
る
。

問
　
資
格
取
得
後
の
育
成
や
技
術
継
承

を
含
め
、
持
続
可
能
な
捕
獲
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答
　
銃
や
罠
の
講
習
会
、
実
施
隊
の
研

修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
府
や
猟
友

会
の
研
修
も
周
知
し
、
技
術
向
上
と
人

材
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
委
託
報
酬
や

免
許
取
得
支
援
制
度
を
積
極
的
に
発
信

し
、新
た
な
捕
獲
者
の
確
保
に
努
め
る
。

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
毎
年
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
等
の
種

し
て
い
た
が
、
資
材
費
の
高
騰
や
地
域

共
助
の
促
進
を
踏
ま
え
、
調
整
率
を
廃

止
し
、
現
場
作
業
員
の
時
間
単
価
を
そ

の
ま
ま
支
払
う
方
法
に
見
直
し
た
。

【
災
害
対
策
事
業
】

問
　
毎
年
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
猛
暑
の
た
め
安
全
性
に
配
慮
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
時
期
を
検
討
す
る
。

【
学
校
管
理
運
営
費
】

問
　
小
中
学
校
で
導
入
さ
れ
た
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
教
職
員
の
働
き

方
は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
エ
ク
セ
ル
の
入
力
で
は
な
く
な
り
、

通
知
表
や
勤
怠
管
理
な
ど
の
時
間
が
改

善
し
て
い
る
。

【
伊
根
町
地
域
協
働
活
動
版「
部
活

動
支
援
者
」事
業
】

問
　
ど
の
よ
う
な
方
が
実
技
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
支
援
の
状
況
や
支

援
日
数
、
連
携
に
よ
り
学
校
職
員
の
働

き
方
は
。

答
　
野
球
、
テ
ニ
ス
の
経
験
者
。
野
球

部
71
時
間
で
19
日
、
テ
ニ
ス
部
98
時
間

で
22
日
、
顧
問
が
離
れ
る
時
間
が
あ
り
、

野
球
部
32
人
分
と
テ
ニ
ス
部
43
人
分
の

軽
減
が
あ
っ
た
。

苗
放
流
を
し
て
い
る
が
、
漁
業
従
事
者

の
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
こ
近
年
、
京
都
府
北
部
地
域

の
沿
岸
で
は
、サ
ザ
エ
、ア
ワ
ビ
の
密
漁

が
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
当
町
で

も
密
漁
の
被
害
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
　
毎
年
、
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
北
部
沿
岸
で
は
密
漁
告
訴
件
数
は

増
加
し
て
い
る
が
、
と
り
ま
と
め
て
い

な
い
の
で
、
当
町
で
増
加
し
て
い
る
の

か
、
被
害
把
握
は
難
し
い
。

【
町
道
管
理
事
業
】

問
　
人
件
費
や
資
材
費
が
高
騰
す
る
中
、

町
道
草
刈
工
事
の
現
行
単
価
は
実
態
に

即
し
て
い
る
の
か
。
担
い
手
確
保
や
地

域
共
助
の
促
進
の
た
め
に
も
、
単
価
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
を
基
準
に
調
整
率
を
乗
じ
て
算
出

町道の草刈りの様子

捕獲され、暴れる鹿

火葬場
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伊
根
町
景
観
条
例
の
一
部
改
正

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
及
び
伊
根
町
健
や
か
子
育
て
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
医
療
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
令
和
８
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
。

　
小
南
　
栄
作
　
氏
（
再
任
）

 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
令
和
８
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
。

　
泉
　
吉
広
　
氏
（
再
任
）

 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

伊
根
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
の
変
更

　
新
た
な
事
業
の
追
加
に
よ
り
計
画
の

変
更
を
要
す
る
た
め
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　
資
本
的
収
支
の
補
正
を
行
う
も
の
で
、

建
設
改
良
費
と
そ
の
財
源
で
あ
る
企
業

債
に
よ
り
、
収
入
・
支
出
と
も
８
，０

０
０
千
円
を
増
額
す
る
。
第
３
条
は
、

企
業
債
の
限
度
額
を
８
，０
０
０
千
円

増
額
し
、
４
５
，８
０
０
千
円
と
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登
録

及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め

の
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
公
共
残
土
処
分
場
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
　

売
払
収
入
　
　
　
２
５
４
万
１
千
円

・
集
会
所
整
備
の
た
め
の
自
治
振
興
　

補
助
金 

６
５
万
２
千
円

・
小
学
校
再
編
に
伴
う
給
食
用
備
品
　

の
購
入 

１
１
１
万
４
千
円

・
伊
根
町
公
共
残
土
処
分
場
使
用
料

６
，１
４
９
万
２
千
円

・
京
都
府
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
設
置
　

促
進
事
業
補
助
金

２
０
０
万
２
千
円

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

７
，１
２
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、
40

億
９
，５
４
２
万
５
千
円
と
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

条
例
の
一
部
改
正

人
　
　
事

そ
の
他

を
検
討
す
る
。

【
火
葬
場
管
理
運
営
費
】

問
　
町
営
火
葬
場
の
直
近
3
年
間
の
利

用
率
は
5
・
9
％
に
と
ど
ま
る
。
施
設

や
霊
柩
車
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

近
隣
市
町
の
施
設
を
活
用
し
、
町
民
負

担
を
支
援
す
る
制
度
へ
の
移
行
を
含
め
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
単
独
で
生
活
環
境
施
設
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
火
葬
場

の
利
用
や
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
宮

津
市
、
与
謝
野
町
と
協
議
を
始
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

問
　
令
和
7
年
度
は
猪
98
頭
、
鹿
６
７

７
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
鹿
は
前
年
度

の
１
９
２
頭
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。熊
の
出
没
も
増
え
る
中
、ハ
ン
タ
ー

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

す
る
意
義
と
研
修
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
研
修
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
会
内
で
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
の
予
算
要
求
を
行
う
。

【
跡
地
活
用
事
業
】

問
　
令
和
７
年
度
伊
根
分
校
跡
地
に
ゴ
ダ
イ
が
完
成
し

た
。
し
か
し
今
年
の
雪
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
か
、
施
工
ミ
ス
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
修
理
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
今
年
の
雪
で
雪
止
め
が
破
損
し
た
。
修
理
費
は
保

険
適
用
と
な
っ
た
た
め
、店
舗
側
の
保
険
で
修
理
す
る
。

【
交
通
安
全
対
策
費
】

問
　
交
通
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
基
準
は
。
現
在
の
対
象

器
具
は
何
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

答
　
交
換
基
準
で
地
区
要
望
が
あ
っ
た
場
合
。
区
管
理

が
５
８
１
基
で
81
％
、
町
管
理
が
２
２
１
基
で
99
％
。

問
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
理
由
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
が
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

交
通
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
年
間
を
通
じ
て
開

催
し
な
か
っ
た
理
由
と
協
議
会
の
必
要
性
は
。

答
　
各
地
区
の
区
長
協
議
会
長
や
各
種
団
体
長
の
意
見

を
聴
き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

今
後
は
開
催
時
期
を
見
直
し
、
協
議
会
を
開
催
す
る
。

問
　
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
状
況
は
。
長
期
間
、
委

嘱
や
活
動
実
績
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
の
必
要
性

を
検
証
し
、
実
態
に
即
し
た
交
通
安
全
推
進
体
制
へ
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
平
成
30
年
度
を
最
後
に
委
嘱
で
き
て
い
な
い
。
近

隣
市
町
の
状
況
等
も
確
認
し
、
今
後
の
制
度
の
あ
り
方

伊根町議会議長 様
議長の職務遂行に関する申入書

　本日開催された伊根町議会全員協議会において、議長が会議中に居眠りをされ、
議事の進行が一時停止する事態が生じました。
　議長は、伊根町議会を代表するとともに、会議の秩序を保持し、議事を円滑に
進行する重要な職責を担う立場です。
　今回、議長の状態により実際に会議進行に支障が生じたことについて、私たち
は議会運営上、看過できない事態であると考えます。
　また、これまでにも、公務として出席予定であった会議について、欠席を決定
しながら議会事務局及び主催者への連絡がなされず、副議長による代理出席を検
討することができなかった事案が確認されています。
　これらを踏まえ、議長におかれては、今回の事態について議会に対して説明す
るとともに、議会を代表する者として改めてその職責を自覚し、今後、議会運営
及び公務に支障を生じさせることのないよう、再発防止に努められることを強く
申し入れます。
　あわせて、今回の事案について議会として事実関係を記録し、必要な再発防止
策を協議されるよう求めます。
　令和８年９月２日

自由民主党 伊根町議員団
　　和田 義清　　濱野 茂樹
隆政会
　　上辻 　亨　　長谷川 貴之
日本共産党
　　山根 朝子　　大谷 　功

　
収
入
済
額 

45
億
４
，８
１
３
万
３
千
円

　
支
出
済
額 

42
億
３
，６
７
２
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

３
億
１
，１
４
０
万
４
千
円

　
う
ち
明
許
繰
越
額 

３
，３
１
０
万
１
千
円

【
主
な
決
算
の
内
容
】

○
跡
地
活
用
事
業

　「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊
根
店
」
の
整
備

○
物
価
高
騰
対
応
　
地
域
振
興
券
発
行
事
業

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

３
億
４
６
３
万
１
千
円

　
支
出
済
額 

３
億
４
４
７
万
６
千
円

　
差
引
残
額 

１
５
万
５
千
円

○
伊
根
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

１
億
４
１
３
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

１
億
４
０
８
万
７
千
円

　
差
引
残
額 

４
万
７
千
円

○
本
庄
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

６
，１
２
８
万
１
千
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
財
産
区
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

１
０
３
万
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
介
護
保
険
特
別
会
計
・
保
険
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

４
億
７
，６
０
４
万
円

　
支
出
済
額 

４
億
６
，２
７
６
万
８
千
円

　
差
引
残
額 

１
，３
２
７
万
２
千
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

２
９
９
万
７
千
円

　
支
出
済
額 

１
７
０
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

１
２
８
万
８
千
円

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

２
，３
６
２
万
９
千
円

　
支
出
済
額 

２
，３
２
７
万
１
千
円

　
差
引
残
額 

３
５
万
８
千
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

４
，８
５
１
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

４
，８
５
１
万
円

　
差
引
残
額 

３
千
円

【
議
会
費
】

問
　
全
議
員
研
修
会
に
は
運
転
手
や
高
速
道
路
料
金
等

の
公
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
研
修
中
に
議
長
を
は
じ

め
居
眠
り
す
る
議
員
も
見
受
け
ら
れ
る
。
公
費
で
参
加

　
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
議
長
の
居
眠
り
に
よ
り
議
事

が
一
時
中
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
と
し
て
出
席
予
定
だ
っ
た
会
議
を
、
関
係
者

へ
の
連
絡
な
く
欠
席
し
た
事
案
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
議
長
に
説

明
と
職
責
の
自
覚
、
再
発
防
止
を
求
め
る
申
入
書
を
３
会
派
で
提
出
し
ま
し
た
。

　
申
入
書
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
度
伊
根
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
第
１
回
補
正
予
算

る
。
ハ
ン
タ
ー
の
人
数
・
年
齢
構
成
と
、

熊
へ
の
対
応
が
可
能
な
人
数
は
。

答
　
ハ
ン
タ
ー
は
21
名
で
、
銃
10
名
、

罠
20
名
（
重
複
あ
り
）。
年
齢
構
成
は

40
代
未
満
3
名
、40
代
4
名
、50
代
3
名
、

60
代
8
名
、
70
代
3
名
。
熊
の
捕
獲
時

の
止
め
刺
し
は
4
名
、
緊
急
銃
猟
は
実

施
隊
員
5
名
か
ら
協
力
の
了
承
を
得
て

い
る
。

問
　
町
内
の
捕
獲
檻
の
保
有
・
稼
働
状

況
は
。
未
使
用
の
檻
を
積
極
的
に
捕
獲

す
る
ハ
ン
タ
ー
へ
再
配
置
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
整
備
で
き
な

い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
現
在
、
猟
友
会
所
有

分
な
ど
を
含
め
1
2
6
基
。
町
所
有
の

檻
は
猟
友
会
や
地
区
へ
貸
与
し
て
お
り
、

未
使
用
檻
は
猟
友
会
内
で
調
整
す
る
よ

う
改
め
て
依
頼
す
る
。
不
足
す
る
場
合

は
、
猟
友
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
購

入
・
貸
与
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
捕
獲
に
至
る
ま
で
に
は
、
日
々
の

見
回
り
や
餌
の
補
充
、
檻
の
管
理
な
ど

相
当
な
労
力
を
要
す
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
向
け
、
日

常
的
な
捕
獲
活
動
へ
の
支
援
は
。

答
　
檻
の
管
理
費
は
委
託
契
約
に
含
ま

れ
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
た
単
価
と
管
理

費
の
定
額
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
猟
友

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、近
年
、単
価
・

管
理
費
と
も
に
見
直
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
新
た
な
要
請
は
な
い
。

問
　
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
支
援
実
績
と
、

そ
の
う
ち
実
際
に
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
る
人
数
は
。

答
　
近
年
の
免
許
取
得
支
援
実
績
は
4

名
で
、
全
員
が
捕
獲
活
動
に
従
事
し
て

い
る
。

問
　
資
格
取
得
後
の
育
成
や
技
術
継
承

を
含
め
、
持
続
可
能
な
捕
獲
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答
　
銃
や
罠
の
講
習
会
、
実
施
隊
の
研

修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
府
や
猟
友

会
の
研
修
も
周
知
し
、
技
術
向
上
と
人

材
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
委
託
報
酬
や

免
許
取
得
支
援
制
度
を
積
極
的
に
発
信

し
、新
た
な
捕
獲
者
の
確
保
に
努
め
る
。

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
毎
年
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
等
の
種

し
て
い
た
が
、
資
材
費
の
高
騰
や
地
域

共
助
の
促
進
を
踏
ま
え
、
調
整
率
を
廃

止
し
、
現
場
作
業
員
の
時
間
単
価
を
そ

の
ま
ま
支
払
う
方
法
に
見
直
し
た
。

【
災
害
対
策
事
業
】

問
　
毎
年
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
猛
暑
の
た
め
安
全
性
に
配
慮
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
時
期
を
検
討
す
る
。

【
学
校
管
理
運
営
費
】

問
　
小
中
学
校
で
導
入
さ
れ
た
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
教
職
員
の
働
き

方
は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
エ
ク
セ
ル
の
入
力
で
は
な
く
な
り
、

通
知
表
や
勤
怠
管
理
な
ど
の
時
間
が
改

善
し
て
い
る
。

【
伊
根
町
地
域
協
働
活
動
版「
部
活

動
支
援
者
」事
業
】

問
　
ど
の
よ
う
な
方
が
実
技
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
支
援
の
状
況
や
支

援
日
数
、
連
携
に
よ
り
学
校
職
員
の
働

き
方
は
。

答
　
野
球
、
テ
ニ
ス
の
経
験
者
。
野
球

部
71
時
間
で
19
日
、
テ
ニ
ス
部
98
時
間

で
22
日
、
顧
問
が
離
れ
る
時
間
が
あ
り
、

野
球
部
32
人
分
と
テ
ニ
ス
部
43
人
分
の

軽
減
が
あ
っ
た
。

苗
放
流
を
し
て
い
る
が
、
漁
業
従
事
者

の
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
こ
近
年
、
京
都
府
北
部
地
域

の
沿
岸
で
は
、サ
ザ
エ
、ア
ワ
ビ
の
密
漁

が
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
当
町
で

も
密
漁
の
被
害
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
　
毎
年
、
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
北
部
沿
岸
で
は
密
漁
告
訴
件
数
は

増
加
し
て
い
る
が
、
と
り
ま
と
め
て
い

な
い
の
で
、
当
町
で
増
加
し
て
い
る
の

か
、
被
害
把
握
は
難
し
い
。

【
町
道
管
理
事
業
】

問
　
人
件
費
や
資
材
費
が
高
騰
す
る
中
、

町
道
草
刈
工
事
の
現
行
単
価
は
実
態
に

即
し
て
い
る
の
か
。
担
い
手
確
保
や
地

域
共
助
の
促
進
の
た
め
に
も
、
単
価
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
を
基
準
に
調
整
率
を
乗
じ
て
算
出

令
和
8
年
度
伊
根
町

一
般
会
計
第
３
回
補
正
予
算

ベビーケアルーム

▼
令
和
７
年
度
は
、
暮
ら
し
の
基
盤

を
整
え
る
施
策
が
進
ん
だ
。
伊
根
分

校
跡
地
へ
の
「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊

根
店
」
の
開
設
、
保
育
料
の
完
全
無

償
化
、
い
ね
タ
ク
に
よ
る
通
院
の
足

の
確
保
、
物
価
高
対
策
の
地
域
振
興

券
な
ど
、
幅
広
い
町
民
へ
の
支
援
を

評
価
す
る
。
今
後
は
町
民
の
声
を
反

映
し
た
店
舗
運
営
と
調
剤
薬
局
の

サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
望
む
。一
方
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
有
害
鳥
獣
対
策
、

子
ど
も
の
居
場
所
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
、
第
一
次
産
業
へ
の
支

援
な
ど
課
題
も
残
る
。
誰
も
が
伊
根

町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
き
め
細
や

か
な
施
策
を
期
待
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

山
根
朝
子

決 算 賛 成 討 論
▼
本
決
算
は
、
特
別
会
計
の
全
会
計

を
通
じ
黒
字
決
算
で
あ
り
各
指
標
と

も
良
好
な
値
を
示
し
て
い
る
。
令
和

７
年
度
事
業
で
は
数
年
続
く
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
令
和
６
年
度
に
引
き

続
き
地
域
振
興
券
発
行
事
業
や
町
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
日
用
品
等
の
安

定
的
な
購
買
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
新
店
舗
ゴ
ダ
イ
の
完
成
。ま
た
、「
子

育
て
日
本
一
」
の
町
を
目
指
し
保
育

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
ん
だ
。
観

光
客
が
50
万
人
を
超
え
、
交
通
渋
滞

等
の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
新
た
な

課
題
で
も
あ
る
、
ま
た
ク
マ
の
出
没

件
数
も
増
加
に
あ
る
が
町
民
の
安
心

安
全
に
む
け
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

上
辻
　
亨

▼
令
和
７
年
度
は
、
本
町
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
そ
し
て
伊
根
町
が
誇
る
景
観
を
限

ら
れ
た
財
政
規
模
の
な
か
で
観
光
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
。

駐
車
場
も
そ
の
一
つ
だ
が
料
金
の
改
定

で
財
源
を
生
ん
だ
。「
舟
屋
の
町
並
み
」

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
防
止
と
大

型
観
光
バ
ス
の
混
雑
防
止
に
待
避
所
の

整
備
、
交
通
誘
導
員
の
配
置
な
ど
観
光

対
策
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
む
な
か
で
の
子
育
て
支
援
や

住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
決
算

質
疑
を
通
じ
て
の
指
摘
や
提
言
を
真
摯

に
受
け
止
め
今
後
の
予
算
編
成
お
よ
び

町
政
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

向
井
久
仁
子
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伊
根
町
景
観
条
例
の
一
部
改
正

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
福
祉
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る

条
例
及
び
伊
根
町
健
や
か
子
育
て
医
療

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
医
療
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
令
和
８
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
。

　
小
南
　
栄
作
　
氏
（
再
任
）

 
（
全
員
賛
成
で
同
意
）

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
令
和
８
年
９
月
30
日
で
任
期
満
了
と

な
る
た
め
。

　
泉
　
吉
広
　
氏
（
再
任
）

 

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

伊
根
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町

村
計
画
の
変
更

　
新
た
な
事
業
の
追
加
に
よ
り
計
画
の

変
更
を
要
す
る
た
め
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

　
資
本
的
収
支
の
補
正
を
行
う
も
の
で
、

建
設
改
良
費
と
そ
の
財
源
で
あ
る
企
業

債
に
よ
り
、
収
入
・
支
出
と
も
８
，０

０
０
千
円
を
増
額
す
る
。
第
３
条
は
、

企
業
債
の
限
度
額
を
８
，０
０
０
千
円

増
額
し
、
４
５
，８
０
０
千
円
と
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
の
登
録

及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

伊
根
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た
め

の
規
制
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
社
会
形
成
基
本
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

・
公
共
残
土
処
分
場
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
　

売
払
収
入
　
　
　
２
５
４
万
１
千
円

・
集
会
所
整
備
の
た
め
の
自
治
振
興
　

補
助
金 

６
５
万
２
千
円

・
小
学
校
再
編
に
伴
う
給
食
用
備
品
　

の
購
入 

１
１
１
万
４
千
円

・
伊
根
町
公
共
残
土
処
分
場
使
用
料

６
，１
４
９
万
２
千
円

・
京
都
府
ベ
ビ
ー
ケ
ア
ル
ー
ム
設
置
　

促
進
事
業
補
助
金

２
０
０
万
２
千
円

　
歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

７
，１
２
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、
40

億
９
，５
４
２
万
５
千
円
と
す
る
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

【
主
な
補
正
予
算
の
内
容
】

条
例
の
一
部
改
正

人
　
　
事

そ
の
他

を
検
討
す
る
。

【
火
葬
場
管
理
運
営
費
】

問
　
町
営
火
葬
場
の
直
近
3
年
間
の
利

用
率
は
5
・
9
％
に
と
ど
ま
る
。
施
設

や
霊
柩
車
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、

近
隣
市
町
の
施
設
を
活
用
し
、
町
民
負

担
を
支
援
す
る
制
度
へ
の
移
行
を
含
め
、

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
単
独
で
生
活
環
境
施
設
を
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
火
葬
場

の
利
用
や
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
宮

津
市
、
与
謝
野
町
と
協
議
を
始
め
て
い

る
。
来
年
度
か
ら
本
格
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

問
　
令
和
7
年
度
は
猪
98
頭
、
鹿
６
７

７
頭
を
捕
獲
し
て
お
り
、
鹿
は
前
年
度

の
１
９
２
頭
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い

る
。熊
の
出
没
も
増
え
る
中
、ハ
ン
タ
ー

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ

す
る
意
義
と
研
修
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
研
修
事
業
の
評
価
に
つ
い
て
は
議
会
内
で
議
論
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
以
降
の
予
算
要
求
を
行
う
。

【
跡
地
活
用
事
業
】

問
　
令
和
７
年
度
伊
根
分
校
跡
地
に
ゴ
ダ
イ
が
完
成
し

た
。
し
か
し
今
年
の
雪
で
屋
根
が
壊
れ
た
と
聞
い
て
い

る
。
設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
の
か
、
施
工
ミ
ス
が
あ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
修
理
費
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
　
今
年
の
雪
で
雪
止
め
が
破
損
し
た
。
修
理
費
は
保

険
適
用
と
な
っ
た
た
め
、店
舗
側
の
保
険
で
修
理
す
る
。

【
交
通
安
全
対
策
費
】

問
　
交
通
安
全
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
基
準
は
。
現
在
の
対
象

器
具
は
何
基
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

答
　
交
換
基
準
で
地
区
要
望
が
あ
っ
た
場
合
。
区
管
理

が
５
８
１
基
で
81
％
、
町
管
理
が
２
２
１
基
で
99
％
。

問
　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
理
由
に
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
が
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い

交
通
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
中
、
年
間
を
通
じ
て
開

催
し
な
か
っ
た
理
由
と
協
議
会
の
必
要
性
は
。

答
　
各
地
区
の
区
長
協
議
会
長
や
各
種
団
体
長
の
意
見

を
聴
き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
。

今
後
は
開
催
時
期
を
見
直
し
、
協
議
会
を
開
催
す
る
。

問
　
交
通
安
全
指
導
員
の
委
嘱
状
況
は
。
長
期
間
、
委

嘱
や
活
動
実
績
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
の
必
要
性

を
検
証
し
、
実
態
に
即
し
た
交
通
安
全
推
進
体
制
へ
見

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
平
成
30
年
度
を
最
後
に
委
嘱
で
き
て
い
な
い
。
近

隣
市
町
の
状
況
等
も
確
認
し
、
今
後
の
制
度
の
あ
り
方

伊根町議会議長 様
議長の職務遂行に関する申入書

　本日開催された伊根町議会全員協議会において、議長が会議中に居眠りをされ、
議事の進行が一時停止する事態が生じました。
　議長は、伊根町議会を代表するとともに、会議の秩序を保持し、議事を円滑に
進行する重要な職責を担う立場です。
　今回、議長の状態により実際に会議進行に支障が生じたことについて、私たち
は議会運営上、看過できない事態であると考えます。
　また、これまでにも、公務として出席予定であった会議について、欠席を決定
しながら議会事務局及び主催者への連絡がなされず、副議長による代理出席を検
討することができなかった事案が確認されています。
　これらを踏まえ、議長におかれては、今回の事態について議会に対して説明す
るとともに、議会を代表する者として改めてその職責を自覚し、今後、議会運営
及び公務に支障を生じさせることのないよう、再発防止に努められることを強く
申し入れます。
　あわせて、今回の事案について議会として事実関係を記録し、必要な再発防止
策を協議されるよう求めます。
　令和８年９月２日

自由民主党 伊根町議員団
　　和田 義清　　濱野 茂樹
隆政会
　　上辻 　亨　　長谷川 貴之
日本共産党
　　山根 朝子　　大谷 　功

　
収
入
済
額 

45
億
４
，８
１
３
万
３
千
円

　
支
出
済
額 

42
億
３
，６
７
２
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

３
億
１
，１
４
０
万
４
千
円

　
う
ち
明
許
繰
越
額 

３
，３
１
０
万
１
千
円

【
主
な
決
算
の
内
容
】

○
跡
地
活
用
事
業

　「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊
根
店
」
の
整
備

○
物
価
高
騰
対
応
　
地
域
振
興
券
発
行
事
業

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

３
億
４
６
３
万
１
千
円

　
支
出
済
額 

３
億
４
４
７
万
６
千
円

　
差
引
残
額 

１
５
万
５
千
円

○
伊
根
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

１
億
４
１
３
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

１
億
４
０
８
万
７
千
円

　
差
引
残
額 

４
万
７
千
円

○
本
庄
診
療
所
勘
定

　
収
入
済
額 

６
，１
２
８
万
１
千
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
財
産
区
特
別
会
計

　
収
入
済
額 
１
０
３
万
円

　
支
出
済
額
も
同
額
で
、
差
引
残
額
な
し

○
介
護
保
険
特
別
会
計
・
保
険
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

４
億
７
，６
０
４
万
円

　
支
出
済
額 

４
億
６
，２
７
６
万
８
千
円

　
差
引
残
額 

１
，３
２
７
万
２
千
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
収
入
済
額 

２
９
９
万
７
千
円

　
支
出
済
額 

１
７
０
万
９
千
円

　
差
引
残
額 

１
２
８
万
８
千
円

○
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

２
，３
６
２
万
９
千
円

　
支
出
済
額 

２
，３
２
７
万
１
千
円

　
差
引
残
額 

３
５
万
８
千
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
収
入
済
額 

４
，８
５
１
万
４
千
円

　
支
出
済
額 

４
，８
５
１
万
円

　
差
引
残
額 

３
千
円

【
議
会
費
】

問
　
全
議
員
研
修
会
に
は
運
転
手
や
高
速
道
路
料
金
等

の
公
費
を
支
出
し
て
い
る
が
、
研
修
中
に
議
長
を
は
じ

め
居
眠
り
す
る
議
員
も
見
受
け
ら
れ
る
。
公
費
で
参
加

　
９
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
議
長
の
居
眠
り
に
よ
り
議
事

が
一
時
中
断
し
ま
し
た
。
ま
た
、
公
務
と
し
て
出
席
予
定
だ
っ
た
会
議
を
、
関
係
者

へ
の
連
絡
な
く
欠
席
し
た
事
案
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
受
け
、
議
長
に
説

明
と
職
責
の
自
覚
、
再
発
防
止
を
求
め
る
申
入
書
を
３
会
派
で
提
出
し
ま
し
た
。

　
申
入
書
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
８
年
度
伊
根
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
第
１
回
補
正
予
算

る
。
ハ
ン
タ
ー
の
人
数
・
年
齢
構
成
と
、

熊
へ
の
対
応
が
可
能
な
人
数
は
。

答
　
ハ
ン
タ
ー
は
21
名
で
、
銃
10
名
、

罠
20
名
（
重
複
あ
り
）。
年
齢
構
成
は

40
代
未
満
3
名
、40
代
4
名
、50
代
3
名
、

60
代
8
名
、
70
代
3
名
。
熊
の
捕
獲
時

の
止
め
刺
し
は
4
名
、
緊
急
銃
猟
は
実

施
隊
員
5
名
か
ら
協
力
の
了
承
を
得
て

い
る
。

問
　
町
内
の
捕
獲
檻
の
保
有
・
稼
働
状

況
は
。
未
使
用
の
檻
を
積
極
的
に
捕
獲

す
る
ハ
ン
タ
ー
へ
再
配
置
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
整
備
で
き
な

い
か
。

答
　
令
和
３
年
度
現
在
、
猟
友
会
所
有

分
な
ど
を
含
め
1
2
6
基
。
町
所
有
の

檻
は
猟
友
会
や
地
区
へ
貸
与
し
て
お
り
、

未
使
用
檻
は
猟
友
会
内
で
調
整
す
る
よ

う
改
め
て
依
頼
す
る
。
不
足
す
る
場
合

は
、
猟
友
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
購

入
・
貸
与
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
捕
獲
に
至
る
ま
で
に
は
、
日
々
の

見
回
り
や
餌
の
補
充
、
檻
の
管
理
な
ど

相
当
な
労
力
を
要
す
る
。
ハ
ン
タ
ー
の

負
担
軽
減
や
担
い
手
確
保
に
向
け
、
日

常
的
な
捕
獲
活
動
へ
の
支
援
は
。

答
　
檻
の
管
理
費
は
委
託
契
約
に
含
ま

れ
、
捕
獲
頭
数
に
応
じ
た
単
価
と
管
理

費
の
定
額
契
約
を
結
ん
で
い
る
。
猟
友

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、近
年
、単
価
・

管
理
費
と
も
に
見
直
し
て
お
り
、
そ
の

後
、
新
た
な
要
請
は
な
い
。

問
　
狩
猟
免
許
取
得
へ
の
支
援
実
績
と
、

そ
の
う
ち
実
際
に
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
る
人
数
は
。

答
　
近
年
の
免
許
取
得
支
援
実
績
は
4

名
で
、
全
員
が
捕
獲
活
動
に
従
事
し
て

い
る
。

問
　
資
格
取
得
後
の
育
成
や
技
術
継
承

を
含
め
、
持
続
可
能
な
捕
獲
体
制
を
ど

の
よ
う
に
構
築
し
て
い
く
の
か
。

答
　
銃
や
罠
の
講
習
会
、
実
施
隊
の
研

修
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
府
や
猟
友

会
の
研
修
も
周
知
し
、
技
術
向
上
と
人

材
育
成
を
図
る
。
ま
た
、
委
託
報
酬
や

免
許
取
得
支
援
制
度
を
積
極
的
に
発
信

し
、新
た
な
捕
獲
者
の
確
保
に
努
め
る
。

【
水
産
業
振
興
費
】

問
　
毎
年
、
サ
ザ
エ
、
ア
ワ
ビ
等
の
種

し
て
い
た
が
、
資
材
費
の
高
騰
や
地
域

共
助
の
促
進
を
踏
ま
え
、
調
整
率
を
廃

止
し
、
現
場
作
業
員
の
時
間
単
価
を
そ

の
ま
ま
支
払
う
方
法
に
見
直
し
た
。

【
災
害
対
策
事
業
】

問
　
毎
年
計
画
さ
れ
て
い
る
町
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。

答
　
猛
暑
の
た
め
安
全
性
に
配
慮
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
時
期
を
検
討
す
る
。

【
学
校
管
理
運
営
費
】

問
　
小
中
学
校
で
導
入
さ
れ
た
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
の
運
用
で
教
職
員
の
働
き

方
は
改
善
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
エ
ク
セ
ル
の
入
力
で
は
な
く
な
り
、

通
知
表
や
勤
怠
管
理
な
ど
の
時
間
が
改

善
し
て
い
る
。

【
伊
根
町
地
域
協
働
活
動
版「
部
活

動
支
援
者
」事
業
】

問
　
ど
の
よ
う
な
方
が
実
技
指
導
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
支
援
の
状
況
や
支

援
日
数
、
連
携
に
よ
り
学
校
職
員
の
働

き
方
は
。

答
　
野
球
、
テ
ニ
ス
の
経
験
者
。
野
球

部
71
時
間
で
19
日
、
テ
ニ
ス
部
98
時
間

で
22
日
、
顧
問
が
離
れ
る
時
間
が
あ
り
、

野
球
部
32
人
分
と
テ
ニ
ス
部
43
人
分
の

軽
減
が
あ
っ
た
。

苗
放
流
を
し
て
い
る
が
、
漁
業
従
事
者

の
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
こ
近
年
、
京
都
府
北
部
地
域

の
沿
岸
で
は
、サ
ザ
エ
、ア
ワ
ビ
の
密
漁

が
増
加
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
当
町
で

も
密
漁
の
被
害
は
増
加
し
て
い
る
の
か
。

答
　
毎
年
、
一
定
の
生
産
量
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
収
益
効
果
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
北
部
沿
岸
で
は
密
漁
告
訴
件
数
は

増
加
し
て
い
る
が
、
と
り
ま
と
め
て
い

な
い
の
で
、
当
町
で
増
加
し
て
い
る
の

か
、
被
害
把
握
は
難
し
い
。

【
町
道
管
理
事
業
】

問
　
人
件
費
や
資
材
費
が
高
騰
す
る
中
、

町
道
草
刈
工
事
の
現
行
単
価
は
実
態
に

即
し
て
い
る
の
か
。
担
い
手
確
保
や
地

域
共
助
の
促
進
の
た
め
に
も
、
単
価
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
を
基
準
に
調
整
率
を
乗
じ
て
算
出

令
和
8
年
度
伊
根
町

一
般
会
計
第
３
回
補
正
予
算

ベビーケアルーム

▼
令
和
７
年
度
は
、
暮
ら
し
の
基
盤

を
整
え
る
施
策
が
進
ん
だ
。
伊
根
分

校
跡
地
へ
の
「
ゴ
ダ
イ
ド
ラ
ッ
グ
伊

根
店
」
の
開
設
、
保
育
料
の
完
全
無

償
化
、
い
ね
タ
ク
に
よ
る
通
院
の
足

の
確
保
、
物
価
高
対
策
の
地
域
振
興

券
な
ど
、
幅
広
い
町
民
へ
の
支
援
を

評
価
す
る
。
今
後
は
町
民
の
声
を
反

映
し
た
店
舗
運
営
と
調
剤
薬
局
の

サ
ー
ビ
ス
拡
充
を
望
む
。一
方
、オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
有
害
鳥
獣
対
策
、

子
ど
も
の
居
場
所
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
、
第
一
次
産
業
へ
の
支

援
な
ど
課
題
も
残
る
。
誰
も
が
伊
根

町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
き
め
細
や

か
な
施
策
を
期
待
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

山
根
朝
子

決 算 賛 成 討 論
▼
本
決
算
は
、
特
別
会
計
の
全
会
計

を
通
じ
黒
字
決
算
で
あ
り
各
指
標
と

も
良
好
な
値
を
示
し
て
い
る
。
令
和

７
年
度
事
業
で
は
数
年
続
く
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
令
和
６
年
度
に
引
き

続
き
地
域
振
興
券
発
行
事
業
や
町
民

生
活
に
欠
か
せ
な
い
日
用
品
等
の
安

定
的
な
購
買
環
境
を
確
保
す
る
た
め

の
新
店
舗
ゴ
ダ
イ
の
完
成
。ま
た
、「
子

育
て
日
本
一
」
の
町
を
目
指
し
保
育

の
完
全
無
償
化
に
取
り
組
ん
だ
。
観

光
客
が
50
万
人
を
超
え
、
交
通
渋
滞

等
の
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
新
た
な

課
題
で
も
あ
る
、
ま
た
ク
マ
の
出
没

件
数
も
増
加
に
あ
る
が
町
民
の
安
心

安
全
に
む
け
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

上
辻
　
亨

▼
令
和
７
年
度
は
、
本
町
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
過
疎
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対

応
、
そ
し
て
伊
根
町
が
誇
る
景
観
を
限

ら
れ
た
財
政
規
模
の
な
か
で
観
光
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
。

駐
車
場
も
そ
の
一
つ
だ
が
料
金
の
改
定

で
財
源
を
生
ん
だ
。「
舟
屋
の
町
並
み
」

の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
防
止
と
大

型
観
光
バ
ス
の
混
雑
防
止
に
待
避
所
の

整
備
、
交
通
誘
導
員
の
配
置
な
ど
観
光

対
策
を
推
進
し
た
。
ま
た
、
少
子
・
高

齢
化
が
進
む
な
か
で
の
子
育
て
支
援
や

住
民
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
た
。
決
算

質
疑
を
通
じ
て
の
指
摘
や
提
言
を
真
摯

に
受
け
止
め
今
後
の
予
算
編
成
お
よ
び

町
政
運
営
に
反
映
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
し
賛
成
討
論
と
す
る
。

向
井
久
仁
子
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め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
町

長
の
進
退
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
考
え
は
。
あ
わ
せ
て
将
来
の
町

政
運
営
を
見
据
え
た
後
継
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

　　　 「
後
継
人
材
育
成
に
つ
い
て
」

町
長
は
町
民
が
選
ぶ
も
の
。
私
の

で
き
る
育
成
と
は
、
背
中
で
語
る

し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
志
あ
る

人
、
良
く
も
悪
く
も
我
が
背
を

参
考
に
、広
く
知
見
を
深
め
、感

性
と
品
性
を
磨
き
、
こ
の
町
を
明

る
く
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
町
に
す

る
と
い
う
確
固
た
る
信
念
を
持
っ

町政を問う
4人の議員が一般質問 一般質問の

動画配信を行っています。

　
　
太
鼓
山
風
力
発
電
所
は
、

京
都
府
公
営
企
業
が
平
成
13
年

11
月
に
運
転
を
開
始
し
、
令
和

２
年
に
耐
用
年
数
を
迎
え
公
営

企
業
に
よ
る
事
業
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
の
民
間
事
業

者
が
新
た
に
高
さ
96
メ
ー
ト
ル

６
基
の
風
車
を
設
置
し
、
令
和

４
年
度
か
ら
建
設
事
業
に
取
り

組
む
と
地
元
住
民
に
説
明
が
あ

っ
た
が
今
年
に
入
り
事
業
を
撤

退
す
る
と
聞
い
て
い
る
、
撤
退

理
由
と
経
過
を
伺
う
。
ま
た
筒

川
地
域
で
は
風
力
発
電
所
事
業

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
新
た

に
雇
用
や
、
観
光
地
と
し
て
大

き
く
期
待
を
し
て
い
た
。今
後
、

京
都
府
、
伊
根
町
で
は
跡
地
の

活
用
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
29
年
度
に
京
都
府
に

よ
る
「
太
鼓
山
風
力
発
電
所
に

関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
新
た
に
風
力
発

電
所
を
行
う
民
間
事
業
者
を
誘

致
す
る
方
針
と
な
り
、
平
成
30

年
３
月
に
、
株
式
会
社
市
民
風

力
発
電
を
事
業
実
施
者
に
選
定

し
た
。
今
日
ま
で
事
業
の
開
始

に
向
け
た
調
査
・
設
計
・
地
元

調
査
・
関
係
法
令
手
続
き
な
ど

の
事
前
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
の
影
響
を

受
け
、
想
定
以
上
に
調
整
に
時

間
を
要
し
、
計
画
に
遅
れ
が
生

じ
、
更
に
近
年
の
物
価
高
騰
に

よ
り
、
採
算
を
確
保
し
た
計
画

の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
の
失
効
を
来

年
に
控
え
、
こ
れ
以
上
時
間
的

猶
予
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
令

和
８
年
３
月
に
廃
止
届
が
府
に

出
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
民
間
事
業

の
計
画
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、府
、当
町
と
も
に
今
後
の
利

活
用
の
計
画
は
な
い
。現
在
、事

業
の
撤
退
に
伴
い
、
筒
川
財
産

区
管
理
会
と
の
土
地
賃
貸
契
約

の
解
除
や
林
道
存
続
の
可
否
な

ど
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い

る
、
今

後
も
筒

川
財
産

区
管
理

会
の
意

向
を
踏

ま
え
対

応
す
る
。

問

答答

旧
太
鼓
山
風
力
発
電
所
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て

筒
川
財
産
区
管
理
会
の
意
向
を

踏
ま
え
対
応
す
る

上 辻 　 亨 議員

　問
　令
和
８
年
11
月
24
日
を
も
っ

て
町
長
の
任
期
満
了
と
な
る
。

こ
の
５
期
２０
年
の
間
、
吉
本
町
長

は
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
な

か
で
町
の
自
立
維
持
に
努
め
、

伊
根
町
の
独
自
性
を
守
る
町
政

運
営
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、

舟
屋
や
景
観
を
生
か
し
た
観
光

振
興
と
、
住
み
続
け
や
す
い
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

町
長
の
実
績
と
し
て
高
く
評
価

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
施
策

を
通
じ
て
町
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
、

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
。
長

期
政
権
に
対
す
る
批
判
は
あ
る

も
の
の
、
吉
本
町
政
だ
か
ら
こ
そ
、

小
さ
な
伊
根
町
は
伊
根
町
ら
し

さ
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
、
さ

ら
に
発
展
を
続
け
て
き
た
。
一
方

で
、
伊
根
地
区
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
対
応
、
町
内
一
円
へ

の
経
済
効
果
の
波
及
、
子
育
て
・

教
育
環
境
と
し
て
の
保
育
施
設

と
小
学
校
の
整
備
、
伊
根
分
校

跡
地
活
用
事
業
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
残
る
。
こ
う
し
た
重
要

課
題
が
山
積
す
る
な
か
で
、
今

後
の
町
政
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
担

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
も
、
極

て
続
い
て
欲
し
い
。「
進
退
に
つ
い

て
」
伊
根
町
が
伊
根
町
と
し
て
あ

り
続
け
る
た
め
に
伊
根
町
民
の
最

大
多
数
の
最
大
幸
福
、
こ
れ
一
途

に
尽
力
し
て
き
た
。
各
種
大
型

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
財
政

の
健
全
化
は
保
た
れ
て
い
る
。
こ

う
いっ
た
こ
と
が
で
き
た
の
も
町
民

み
ん
な
で
我
慢
す
る
べ
き
時
は
歯

を
食
い
し
ば
り
、
時
に
は
赤
い
血

を
流
し
、
や
る
べ
き
こ
と
は
、
よ

き
財
源
、
良
債
を
駆
使
し
て
作

り
上
げ
て
き
た
賜
物
。
今
後
の
課

題
、ま
ず
は
伊
根
小
学
校
の
新
築
。

定
時
制
高
校
跡
地

に
お
け
る
定
住
促

進
住
宅
の
建
設
。

観
光
効
果
の
町
内

一
円
へ
の
波
及
・
分

散
化
、
そ
し
て
、

伊
根
小
学
校
跡
地

活
用
に
よ
る
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解

消
、
大
型
駐
車
場
と
そ
の
導
線

を
計
画
す
る
。
農
林
漁
業
と
商

工
観
光
が
融
合
し
た
町
内
一
円

の
経
済
の
底
上
げ
。
一つ
一つ
町

民
に
寄
り
添
い
丁
寧
に
進
め
て
い

き
た
い
。
伊
根
町
長
５
期
目
の
任

期
が
終
わ
り
を
迎
え
る
。
改
め
て

今
ま
で
を
真
摯
に
振
り
返
り
、反

省
と
感
謝
を
し
、現
在
の
状
況
を

冷
徹
に
見
つ
め
直
し
、
伊
根
町
の

振
興
発
展
の
た
め
、伊
根
町
民
の

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
た
め
、

い
ま
一
度
、
誠
心
誠
意
こ
の
町
の

た
め
心
血
を
注
ぐ
こ
と
が
私
の
使

命
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

引
き
続
き
、町
民
の

皆
様
の
信
任
と
負
託

を
い
た
だ
き
、「
み
ん

な
で
創
る
　え
え
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、

再
度
、
伊
根
町
政
の

舵
取
り
役
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

て
の
財
政
状
況
、
ま
た
、
既
存

施
設
お
よ
び
近
隣
の
広
域
施
設

の
活
用
に
よ
る
補
完
が
可
能
で

あ
る
点
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に

お
い
て
単
独
で
の
新
た
な
展
示

資
料
館
の
設
置
や
そ
の
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
伊
根
の
杜
」
の
伊
根
コ
ー

ナ
ー
は
、
充
実
も
考
え
て
い
る
。

が
極
め
て
困
難
。町
制
施
行
10

周
年
ご
と
の
記
念
誌
を
作
成
し

て
い
る
。こ
れ
が
現
状
の
増
補
版
。

　
　
教
育
長
　
本
町
の
歴
史
、

伝
統
行
事
、
生
活
遺
産
等
を
次

世
代
に
継
承
し
、
地
域
の
文
化

や
歴
史
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
は
、
伊
根
町
が

持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
上
で
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　「
伊
根
の
生
い
立
ち
が
わ
か

る
資
料
館
」
の
必
要
性
や
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
、
観
光

振
興
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
に
共
感
す
る
。

　
し
か
し
、
本
町
の
現
在
の
財

政
規
模
や
小
学
校
再
編
に
向
け

　
　
広
報
は
、
そ
の
時
々
の
町

の
出
来
事
や
行
政
の
取
組
み
、

町
民
の
暮
ら
し
を
記
録
し
た
、

い
わ
ば
町
の
歴
史
そ
の
も
の
。

「
伊
根
町
誌
」
の
改
訂
・
増
補

版
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
ま
た

「
広
報
伊
根
」
や
「
議
会
だ
よ

り
」
の
縮
刷
版
の
発
行
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
検
討
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

　
一
度
失
わ
れ
た
歴
史
資
料
は
、

二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
。

　
伊
根
町
の
歴
史
、産
業
、文
化
、

暮
ら
し
、自
然
、災
害
な
ど
を
後

世
に
伝
え
る
資
料
館
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
は
考
え
て
い
る
か
。

　
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
、

生
活
資
料
の
調
査
、収
集
、保
存
、

整
理
を
町
と
し
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。「
伊

根
の
杜
」
を
活
用
し
て
、
伊
根

町
に
関
わ
る
文
学
や
小
説
、
伊

根
町
の
名
前
が
登
場
す
る
書
物
、

伊
根
を
舞
台
の
一
部
と
し
た
作

品
、
さ
ら
に
は
伊
根
に
関
す
る

文
献
や
古
文
書
な
ど
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
も
、

一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
や
れ
る
な
ら
や
り

た
い
。
先
人
た
ち
が
経
験
し
た

編
集
の
困
難
さ
を
考
え
る
と
、

編
集
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
適
切
な
人
材
の
確
保

答

答

　
　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
３
回
質
問
し
て
き
た
。

町
長
は
補
助
額
、
利
用
者
の
少

な
さ
、
相
談
体
制
、
公
平
性
を

課
題
と
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
制
度
を
創
設
し
な
い
理
由
で

は
な
く
、
制
度
設
計
で
検
討
す

べ
き
課
題
だ
。
京
都
府
内
で
は

2
0
2
6
年
度
に
福
知
山
市
、

亀
岡
市
、
京
都
市
が
新
た
に
制

度
を
開
始
し
た
。
近
隣
自
治
体

の
よ
う
に
購
入
費
の
２
分
の
１
、

上
限
２
万
円
な
ど
の
一
部
助
成

か
ら
始
め
ら
れ
な
い
か
。
利
用

者
が
少
な
け
れ
ば
、
所
得
・
聴

力
要
件
や
周
知
、
申
請
手
続
き

を
検
証
し
改
善
す
べ
き
だ
。
相

談
支
援
と
経
済
的
負
担
の
軽
減

は
別
の
支
援
で
あ
り
、
購
入
前

後
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
も
で
き
る
。
眼
鏡
や
歯
科
治

療
と
は
困
り
ご
と
の
性
質
も
異

な
り
、
補
聴
器
助
成
は
介
護
予

防
や
社
会
参
加
を
支
え
る
施
策

だ
。
伊
根
町
に
合
っ
た
制
度
の

具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
補
聴
器
は
高
額
で
、
２
万

円
程
度
の
助
成
が
購
入
の
き
っ

か
け
に
な
る
か
疑
問
だ
。
費
用

だ
け
で
な
く
装
着
へ
の
抵
抗
感

も
あ
る
。
利
用
者
数
は
他
自
治

体
の
状
況
か
ら
推
測
し
て
お
り
、

利
用
が
少
な
い
理
由
の
検
証
は

行
わ
な
い
。
町
や
関
係
機
関
で

相
談
を
受
け
、
情
報
共
有
も
し

て
い
る
が
、
購
入
費
助
成
の
要

望
は
な
い
。
補
聴
器
の
調
整
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
購
入
先
の
専

門
業
者
が
担
う
べ
き
だ
。
眼
鏡

や
保
険
適
用
外
の
歯
科
治
療
と

の
公
平
性
に
も
懸
念
が
あ
る
。

小
さ
な
町
で
は
、
広
く
制
度
を

設
け
る
よ
り
個
別
相
談
か
ら
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
方
が

有
効
だ
。
制
度
創
設
は
今
後
の

検
討
課
題
だ
と
思
う
が
、
任
期

が
残
り
２
か
月
余
り
の
た
め
、

検
討
に
入
る
か
ど
う
か
の
答
弁

は
控
え
た
い
。

問

答

町
誌
等
の
再
編
に
つ
い
て

や
れ
る
な
ら
や
り
た
い

大 谷 　 功 議員

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の

具
体
化
を
進
め
る
べ
き
で
は

今
後
の
検
討
課
題
だ
が
、検
討

開
始
の
明
言
は
控
え
た
い

山 根 朝 子  議員

問問

町
長
の
進
退
は

立
候
補
の
意
向
を
固
め
た

長谷川 貴之 議員

ほっと館ふれあいホール

太鼓山風力発電

耳かけ式補聴器

耳あな式補聴器 伊根町誌



議会だより　　い　　ね 令和8年10月　第111号

89

議会だより　　い　　ね第111号　令和8年10月

め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
町

長
の
進
退
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
考
え
は
。
あ
わ
せ
て
将
来
の
町

政
運
営
を
見
据
え
た
後
継
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

考
え
か
。

　　　 「
後
継
人
材
育
成
に
つ
い
て
」

町
長
は
町
民
が
選
ぶ
も
の
。
私
の

で
き
る
育
成
と
は
、
背
中
で
語
る

し
か
な
い
よ
う
に
思
う
。
志
あ
る

人
、
良
く
も
悪
く
も
我
が
背
を

参
考
に
、広
く
知
見
を
深
め
、感

性
と
品
性
を
磨
き
、
こ
の
町
を
明

る
く
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
町
に
す

る
と
い
う
確
固
た
る
信
念
を
持
っ

町政を問う
4人の議員が一般質問 一般質問の

動画配信を行っています。

　
　
太
鼓
山
風
力
発
電
所
は
、

京
都
府
公
営
企
業
が
平
成
13
年

11
月
に
運
転
を
開
始
し
、
令
和

２
年
に
耐
用
年
数
を
迎
え
公
営

企
業
に
よ
る
事
業
は
終
了
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
の
民
間
事
業

者
が
新
た
に
高
さ
96
メ
ー
ト
ル

６
基
の
風
車
を
設
置
し
、
令
和

４
年
度
か
ら
建
設
事
業
に
取
り

組
む
と
地
元
住
民
に
説
明
が
あ

っ
た
が
今
年
に
入
り
事
業
を
撤

退
す
る
と
聞
い
て
い
る
、
撤
退

理
由
と
経
過
を
伺
う
。
ま
た
筒

川
地
域
で
は
風
力
発
電
所
事
業

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
新
た

に
雇
用
や
、
観
光
地
と
し
て
大

き
く
期
待
を
し
て
い
た
。今
後
、

京
都
府
、
伊
根
町
で
は
跡
地
の

活
用
等
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
29
年
度
に
京
都
府
に

よ
る
「
太
鼓
山
風
力
発
電
所
に

関
す
る
検
討
会
」
が
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
中
で
新
た
に
風
力
発

電
所
を
行
う
民
間
事
業
者
を
誘

致
す
る
方
針
と
な
り
、
平
成
30

年
３
月
に
、
株
式
会
社
市
民
風

力
発
電
を
事
業
実
施
者
に
選
定

し
た
。
今
日
ま
で
事
業
の
開
始

に
向
け
た
調
査
・
設
計
・
地
元

調
査
・
関
係
法
令
手
続
き
な
ど

の
事
前
準
備
が
進
め
ら
れ
た
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
の
影
響
を

受
け
、
想
定
以
上
に
調
整
に
時

間
を
要
し
、
計
画
に
遅
れ
が
生

じ
、
更
に
近
年
の
物
価
高
騰
に

よ
り
、
採
算
を
確
保
し
た
計
画

の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
の
失
効
を
来

年
に
控
え
、
こ
れ
以
上
時
間
的

猶
予
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
令

和
８
年
３
月
に
廃
止
届
が
府
に

出
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
る
。
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
民
間
事
業

の
計
画
が
進
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、府
、当
町
と
も
に
今
後
の
利

活
用
の
計
画
は
な
い
。現
在
、事

業
の
撤
退
に
伴
い
、
筒
川
財
産

区
管
理
会
と
の
土
地
賃
貸
契
約

の
解
除
や
林
道
存
続
の
可
否
な

ど
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い

る
、
今

後
も
筒

川
財
産

区
管
理

会
の
意

向
を
踏

ま
え
対

応
す
る
。

問

答答

旧
太
鼓
山
風
力
発
電
所
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て

筒
川
財
産
区
管
理
会
の
意
向
を

踏
ま
え
対
応
す
る

上 辻 　 亨 議員

　問
　令
和
８
年
11
月
24
日
を
も
っ

て
町
長
の
任
期
満
了
と
な
る
。

こ
の
５
期
２０
年
の
間
、
吉
本
町
長

は
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
な

か
で
町
の
自
立
維
持
に
努
め
、

伊
根
町
の
独
自
性
を
守
る
町
政

運
営
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、

舟
屋
や
景
観
を
生
か
し
た
観
光

振
興
と
、
住
み
続
け
や
す
い
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

町
長
の
実
績
と
し
て
高
く
評
価

で
き
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
施
策

を
通
じ
て
町
民
の
暮
ら
し
を
支

え
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
、

多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
た
。
長

期
政
権
に
対
す
る
批
判
は
あ
る

も
の
の
、
吉
本
町
政
だ
か
ら
こ
そ
、

小
さ
な
伊
根
町
は
伊
根
町
ら
し

さ
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
、
さ

ら
に
発
展
を
続
け
て
き
た
。
一
方

で
、
伊
根
地
区
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
対
応
、
町
内
一
円
へ

の
経
済
効
果
の
波
及
、
子
育
て
・

教
育
環
境
と
し
て
の
保
育
施
設

と
小
学
校
の
整
備
、
伊
根
分
校

跡
地
活
用
事
業
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
残
る
。
こ
う
し
た
重
要

課
題
が
山
積
す
る
な
か
で
、
今

後
の
町
政
を
誰
が
ど
の
よ
う
に
担

っ
て
い
く
の
か
と
い
う
点
も
、
極

て
続
い
て
欲
し
い
。「
進
退
に
つ
い

て
」
伊
根
町
が
伊
根
町
と
し
て
あ

り
続
け
る
た
め
に
伊
根
町
民
の
最

大
多
数
の
最
大
幸
福
、
こ
れ
一
途

に
尽
力
し
て
き
た
。
各
種
大
型

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
財
政

の
健
全
化
は
保
た
れ
て
い
る
。
こ

う
いっ
た
こ
と
が
で
き
た
の
も
町
民

み
ん
な
で
我
慢
す
る
べ
き
時
は
歯

を
食
い
し
ば
り
、
時
に
は
赤
い
血

を
流
し
、
や
る
べ
き
こ
と
は
、
よ

き
財
源
、
良
債
を
駆
使
し
て
作

り
上
げ
て
き
た
賜
物
。
今
後
の
課

題
、ま
ず
は
伊
根
小
学
校
の
新
築
。

定
時
制
高
校
跡
地

に
お
け
る
定
住
促

進
住
宅
の
建
設
。

観
光
効
果
の
町
内

一
円
へ
の
波
及
・
分

散
化
、
そ
し
て
、

伊
根
小
学
校
跡
地

活
用
に
よ
る
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解

消
、
大
型
駐
車
場
と
そ
の
導
線

を
計
画
す
る
。
農
林
漁
業
と
商

工
観
光
が
融
合
し
た
町
内
一
円

の
経
済
の
底
上
げ
。
一つ
一つ
町

民
に
寄
り
添
い
丁
寧
に
進
め
て
い

き
た
い
。
伊
根
町
長
５
期
目
の
任

期
が
終
わ
り
を
迎
え
る
。
改
め
て

今
ま
で
を
真
摯
に
振
り
返
り
、反

省
と
感
謝
を
し
、現
在
の
状
況
を

冷
徹
に
見
つ
め
直
し
、
伊
根
町
の

振
興
発
展
の
た
め
、伊
根
町
民
の

最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の
た
め
、

い
ま
一
度
、
誠
心
誠
意
こ
の
町
の

た
め
心
血
を
注
ぐ
こ
と
が
私
の
使

命
と
の
考
え
に
至
っ
た
。

引
き
続
き
、町
民
の

皆
様
の
信
任
と
負
託

を
い
た
だ
き
、「
み
ん

な
で
創
る
　え
え
ま

ち
」
実
現
の
た
め
、

再
度
、
伊
根
町
政
の

舵
取
り
役
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

て
の
財
政
状
況
、
ま
た
、
既
存

施
設
お
よ
び
近
隣
の
広
域
施
設

の
活
用
に
よ
る
補
完
が
可
能
で

あ
る
点
を
踏
ま
え
、
現
時
点
に

お
い
て
単
独
で
の
新
た
な
展
示

資
料
館
の
設
置
や
そ
の
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
、
慎
重
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　「
伊
根
の
杜
」
の
伊
根
コ
ー

ナ
ー
は
、
充
実
も
考
え
て
い
る
。

が
極
め
て
困
難
。町
制
施
行
10

周
年
ご
と
の
記
念
誌
を
作
成
し

て
い
る
。こ
れ
が
現
状
の
増
補
版
。

　
　
教
育
長
　
本
町
の
歴
史
、

伝
統
行
事
、
生
活
遺
産
等
を
次

世
代
に
継
承
し
、
地
域
の
文
化

や
歴
史
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
は
、
伊
根
町
が

持
続
的
発
展
を
遂
げ
る
上
で
非

常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　「
伊
根
の
生
い
立
ち
が
わ
か

る
資
料
館
」
の
必
要
性
や
、
子

ど
も
た
ち
の
学
習
の
場
、
観
光

振
興
と
し
て
の
重
要
性
に
つ
い

て
は
十
分
に
共
感
す
る
。

　
し
か
し
、
本
町
の
現
在
の
財

政
規
模
や
小
学
校
再
編
に
向
け

　
　
広
報
は
、
そ
の
時
々
の
町

の
出
来
事
や
行
政
の
取
組
み
、

町
民
の
暮
ら
し
を
記
録
し
た
、

い
わ
ば
町
の
歴
史
そ
の
も
の
。

「
伊
根
町
誌
」
の
改
訂
・
増
補

版
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
ま
た

「
広
報
伊
根
」
や
「
議
会
だ
よ

り
」
の
縮
刷
版
の
発
行
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
検
討
す
る
考
え

が
あ
る
か
。

　
一
度
失
わ
れ
た
歴
史
資
料
は
、

二
度
と
取
り
戻
せ
な
い
。

　
伊
根
町
の
歴
史
、産
業
、文
化
、

暮
ら
し
、自
然
、災
害
な
ど
を
後

世
に
伝
え
る
資
料
館
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
は
考
え
て
い
る
か
。

　
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
歴
史
、

生
活
資
料
の
調
査
、収
集
、保
存
、

整
理
を
町
と
し
て
計
画
的
に
進

め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。「
伊

根
の
杜
」
を
活
用
し
て
、
伊
根

町
に
関
わ
る
文
学
や
小
説
、
伊

根
町
の
名
前
が
登
場
す
る
書
物
、

伊
根
を
舞
台
の
一
部
と
し
た
作

品
、
さ
ら
に
は
伊
根
に
関
す
る

文
献
や
古
文
書
な
ど
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
も
、

一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

　
　
町
長
　
や
れ
る
な
ら
や
り

た
い
。
先
人
た
ち
が
経
験
し
た

編
集
の
困
難
さ
を
考
え
る
と
、

編
集
委
員
を
務
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
適
切
な
人
材
の
確
保

答

答

　
　
加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
３
回
質
問
し
て
き
た
。

町
長
は
補
助
額
、
利
用
者
の
少

な
さ
、
相
談
体
制
、
公
平
性
を

課
題
と
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ

も
制
度
を
創
設
し
な
い
理
由
で

は
な
く
、
制
度
設
計
で
検
討
す

べ
き
課
題
だ
。
京
都
府
内
で
は

2
0
2
6
年
度
に
福
知
山
市
、

亀
岡
市
、
京
都
市
が
新
た
に
制

度
を
開
始
し
た
。
近
隣
自
治
体

の
よ
う
に
購
入
費
の
２
分
の
１
、

上
限
２
万
円
な
ど
の
一
部
助
成

か
ら
始
め
ら
れ
な
い
か
。
利
用

者
が
少
な
け
れ
ば
、
所
得
・
聴

力
要
件
や
周
知
、
申
請
手
続
き

を
検
証
し
改
善
す
べ
き
だ
。
相

談
支
援
と
経
済
的
負
担
の
軽
減

は
別
の
支
援
で
あ
り
、
購
入
前

後
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
も
で
き
る
。
眼
鏡
や
歯
科
治

療
と
は
困
り
ご
と
の
性
質
も
異

な
り
、
補
聴
器
助
成
は
介
護
予

防
や
社
会
参
加
を
支
え
る
施
策

だ
。
伊
根
町
に
合
っ
た
制
度
の

具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
補
聴
器
は
高
額
で
、
２
万

円
程
度
の
助
成
が
購
入
の
き
っ

か
け
に
な
る
か
疑
問
だ
。
費
用

だ
け
で
な
く
装
着
へ
の
抵
抗
感

も
あ
る
。
利
用
者
数
は
他
自
治

体
の
状
況
か
ら
推
測
し
て
お
り
、

利
用
が
少
な
い
理
由
の
検
証
は

行
わ
な
い
。
町
や
関
係
機
関
で

相
談
を
受
け
、
情
報
共
有
も
し

て
い
る
が
、
購
入
費
助
成
の
要

望
は
な
い
。
補
聴
器
の
調
整
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
購
入
先
の
専

門
業
者
が
担
う
べ
き
だ
。
眼
鏡

や
保
険
適
用
外
の
歯
科
治
療
と

の
公
平
性
に
も
懸
念
が
あ
る
。

小
さ
な
町
で
は
、
広
く
制
度
を

設
け
る
よ
り
個
別
相
談
か
ら
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
方
が

有
効
だ
。
制
度
創
設
は
今
後
の

検
討
課
題
だ
と
思
う
が
、
任
期

が
残
り
２
か
月
余
り
の
た
め
、

検
討
に
入
る
か
ど
う
か
の
答
弁

は
控
え
た
い
。

問

答

町
誌
等
の
再
編
に
つ
い
て

や
れ
る
な
ら
や
り
た
い

大 谷 　 功 議員

補
聴
器
購
入
費
助
成
制
度
の

具
体
化
を
進
め
る
べ
き
で
は

今
後
の
検
討
課
題
だ
が
、検
討

開
始
の
明
言
は
控
え
た
い

山 根 朝 子  議員

問問

町
長
の
進
退
は

立
候
補
の
意
向
を
固
め
た

長谷川 貴之 議員

ほっと館ふれあいホール

太鼓山風力発電

耳かけ式補聴器

耳あな式補聴器 伊根町誌
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■ 

委
員
長 

松
　
山
　
義
　
宗

■ 

副
委
員
長 

長
谷
川
　
貴
　
之

■ 

委

　
　員 

山
　
根
　
朝
　
子

■ 

委

　
　員 

濱
　
野
　
茂
　
樹

　
朝
夕
の
冷
え
込
み
に
、
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
伊
根
の

山
々
も
少
し
ず
つ
色
づ
き
、
季
節
は
冬
へ

と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
令
和
7
年
度
決
算
を
中
心

に
、
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
つ
い
て
、
議
会
で
交
わ

さ
れ
た
質
疑
や
議
論
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
は
、
単
に
「
い
く
ら
使
っ
た

の
か
」
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
事
業
が
ど
の
よ
う
な
成
果
に
つ
な
が
っ

た
の
か
、
課
題
は
何
か
、
そ
し
て
今
後
の

町
政
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
を
検
証

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。

　
議
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
話
し
合
わ

れ
て
い
る
の
か
を
、
で
き
る
だ
け
分
か
り

や
す
く
お
伝
え
し
、
議
会
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
「
議
会
だ
よ

り
」
の
役
割
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
き
、
町
の
こ
れ
か
ら
を
一
緒
に
考
え
る

き
っ
か
け
と
な
る
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
日
に
日
に
寒
さ
が
増
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
お
身
体
に
気
を
つ
け
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

玉玉
手手

箱箱

J
I
C
A
海
外
協
力
隊
を
終
え
て

川
　
村
　
倫
太
郎

　
私
は
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
と
し
て

二
年
間
、
ア
フ
リ
カ
の
ウ
ガ
ン
ダ
と
い

う
国
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ウ
ガ
ン
ダ

は
赤
道
直
下
に
位
置
し
、
ナ
イ
ル
川
の

源
流
を
有
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
土
の
多
く
が
高
地
に
位
置
し

て
お
り
、
年
間
を
通
し
て
気
温
は
25
度

前
後
と
、
過
ご
し
や
す
い
気
候
で
し
た
。

　
現
地
で
は
、
農
業
分
野
の
研
究
所
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
国
際
協
力
や
農
学
に
ず
っ
と
興

味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
で
知
識
を

得
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
農
業
を

営
む
人
々
の
暮
ら
し
や
現
場
を
自
分
の

目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
大

き
な
き
っ
か
け
で
す
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
暮
ら
し
は
日
本
と
は

大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
ウ
ガ

ン
ダ
の
食
事
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
バ

ナ
ナ
、
イ
モ
類
、
コ
メ
な
ど
を
主
食
に
、

豆
や
肉
、
魚
を
合
わ
せ
る
の
が
一
般
的

で
す
。
ま
た
、
首
都
は
栄
え
て
お
り
建

物
や
人
で
溢
れ
て
い
ま
す
が
、
地
方
で

は
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
停
電

や
断
水
は
珍
し
く
な
く
、
井
戸
水
や
雨

水
を
使
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
日
も

あ
り
、
日
本
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
生
活
を
経
験

し
ま
し
た
。

　
こ
の
二
年
間
を
通
し
て
、
暮
ら
し
の

豊
か
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
増
え

ま
し
た
。
日
本
か
ら
見
る
と
、
停
電
や

断
水
が
あ
り
、
決
し
て
便
利
と
は
言
え

な
い
生
活
は
、
大
変
で

不
自
由
な
も
の
に
映
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
実
際
に
共
に
暮

ら
し
て
み
る
と
、
現
地

の
人
た
ち
は
よ
く
笑
い
、

よ
く
働
き
、
家
族
や
友

人
と
の
時
間
を
大
切
に

し
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
生
活
上
の
困
難
が
な
く
な
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
便
利
さ

や
物
の
多
さ
だ
け
で
、
人
の
暮
ら
し
の

豊
か
さ
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
二
年
間
の
経
験
に
よ
っ
て
、
自
分
の

中
で
何
か
が
劇
的
に
変
わ
っ
た
、
と
言

え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際

に
ア
フ
リ
カ
で
暮
ら
し
、
現
地
の
人
た

ち
と
同
じ
時
間
を
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ

持
て
る
視
点
や
考
え
方
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
の
経
験
を
通
し
て
得
た

視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
農
業
や
国
際
協
力
に
つ
い
て
学
び
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

川村倫太郎さん
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